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＜考察＞
本校では児童の「なぜ？」と思うことを「めあ
て」として学習を進めている。児童によって全く
同じめあてはないので、「めあて」を共有するこ
とで、自分と同じ考えをもっている友達がいる
ことを知ったり、新たな気付きが生まれ「めあ
て」をブラッシュアップさせる児童も見られた。
１人学びでは、他者参照させることで、児

童の考えのヒントになったり、自分の考えに自
信をもったりすることができる。また、友達の考
えと比べて、なぜそのように考えたのか新たな
疑問が生まれ、自然と対話が始まっていく姿
も次第に増えていった。しかし、最初からでき
たというわけではない。教師が「〜さんの考え
はおもしろいね。」「〜はこう考えたんだね。」
「〜さんは、なぜこんなふうに考えたのかな？」
と呟くことで、児童の学びを止めることなく自
然と友達の考えに向かわせることができたの
が他者参照が進んだ１つのきっかけとなった。
自由進度学習では、基本的には自分１人

で学びを進めていく。分からないことや自分の
考えに自信がもてない児童が出てくるのが当
然である。そんな時に、教師が答えを教える
のではなく「〜さんも同じところで悩んでいた
よ。」「〜さんがヒントになる考えてしていた
よ。」と友達の様子を伝えることで自然と他者
参照する姿が増えていった。


